
１．病      名
Infection with Decapod iridescent virus 1
十脚目イリドウイルス病（仮称）

２．病  原  体1）
Decapod iridescent virus 1（DIV1）
　バナメイエビの株はshrimp hemocyte iridescent virus (SHIV)
  レッドクローザリガニの株は、Cherax quadricarinatusiridovirus (CQIV)　と呼ばれている。

a)　分  類
Iridoviridae 科
Betairidovirinae 亜科
Decapodiridovirus　属　DIV1は本属の唯一のウイルス種

b)　形  態
正二十面体、ウイルス粒子直径 158nm、エンベロープはない
2本鎖DNA, 165kpb, ORF数 170 , GC含量 35%

c)  特  徴

・淡水、汽水、海水に生息するクルマエビ類とザリガニ類に感染し、高い死亡率をもたらす。
・造血組織、エラ、肝膵臓が損傷を受ける。
・水平感染する。垂直感染は不明、ただし孵化場のサンプルは陽性。
・本来の宿主は不明。
・中国のエビとザリガニの調査では、16-32℃でウイルスが検出される。32℃以上ではウイル
スは検出されない。
・バナメイエビのポストラーバから成体になる前までの個体を用いた感染試験では、症状と死
亡が観察された。
・2017-2018の中国でのエビとザリガニでの調査では全てのサイズから、ウイルスが検出され
た。検出率が高かったのは体長4-7cmであった。成長段階と死亡率の関係は不明。

３．地理的分布

・中国の沿岸域の省では2014年以降発生し広がる。
・中国での2017-2018年の調査では、16省のうち11省でウイルスが検出
・公式発表はないが、タイからは、低い罹患率でウイルスが検出された報告がある。
・インド洋の野生のウシエビは、DIV1陽性であった（９）。
・中国以外での大量死はまだ報告されていない。
・死亡していない場所もあると思われるので、DIV1は分かっているよりも広く分布しているかも
しれない。

４．宿　　主

甲殻類十脚目の種に広く感染し、発症する。
バナメイエビ (Litopenaeus vannamei)
オリエンタルプロウン (Exopalaemon carinicauda)　和名不明
コウライエビ (Fenneropenaeus chinensis)
ウシエビ (Penaeus monodon) 日本にも生息
テナガエビ（Macrobrachium nipponense） 日本にも生息
オニテナガエビ（Macrobrachium rosenbergii）
アメリカザリガニ (Procambarus clarkii) 日本にも生息（定着）
レッドクローザリガニ (Cherax quadricarinatus)
チュウゴクモクズガニ (Eriocheir sinensis)　実験感染
イワガニ　(Pachygrapsus crassipes)　実験感染、日本にも生息
クルマエビ（Marsupenaeus japonicus）日本にも生息。実験感染で死亡と典型的な臨床症状を
示す (18)。

５．発生情報

a) 潜伏期間

・精製ウイルスをバナメイ、レッドクロウザリガニ、アメリカザリガニへ注射した場合、9日目から
死亡が観察され、19日目までに全滅した（17）。
・病エビから調整したウイルス液を注射した場合は5日で77%が死亡し、病エビを経口投与した
場合は8日で50%が死亡した（2）。

b) キャリアー 不明

c) 感染経路
病気は、生きている甲殻類、共食いや冷凍品の餌などを介して水平に伝染する。垂直感染の
証拠はない。

d) ベクター 不明

e) 蔓延状況（死亡
率、罹患率など）

感染が発生した養殖場では80%死亡することもある。

f) 感染ステージ ポストラーバ以降は感染が確認されている。ポストラーバより前では不明。
g) 感染要因 不明

６．症　　状

a) 臨床症状
活力の低下、赤みを帯びた外観、摂餌不良および胃腸が空、殻の軟化、肝膵臓の退色と萎縮
オニテナガエビでは頭部突起の根元の甲羅の下に、三角形の白色部分が見られる。

b) 組織検査
造血組織、上皮、リンパ器官、鰓の血球細胞、歩脚、肝膵臓に、封入体と核濃縮が観察され
る。

c) 疑わしいケース 臨床症状のある死亡の発生および病理組織学的検査

７．検  査  法

a) 標的器官 造血組織、血球細胞、リンパ器官

b) 診断法 PCR、ネスティッドPCR、定量PCR、LAMP法、in situ ハイブリダイゼーション

c) サーベーランス

プロファイルシート



d)  確定診断
次の2つ以上で確認される場合：臨床症状、病理組織学的検査、in situ ハイブリダイゼーショ
ン、PCRおよび増幅産物の配列決定、ネスティッドPCRおよび増幅産物の配列決定、定量
PCR。

（参考）PCR

DNA 抽出法 Phenol-CHCl3 法

増幅領域 Major capsid protein

プライマー
 IV-F:  5’-GAA  A[C/T])T  T[A/T]A  TGC  ACA  ATCTTA T-3’
 IV-R:  5’-CCA  ATC  AT[A/G]  TT[A/G]TC[A/G] TA[C/T] CC-3’

増幅サイズ 103 bp

プロトコル

94℃ 2分、25 cycles of （94℃ 30秒、 55℃ 30秒、72℃ 30秒）×25サイクル、72℃ 5分

参考文献　17） Xu ら 2016

（参考）ネステッド
PCR

DNA 抽出法 QIAamp viral DNA kit

増幅領域 ATPase

プライマー、産物サイ
ズ

最初のPCR
SHIV-F1: 5′-GGGCGGGAGATGGTGTTAGAT-3
SHIV-R1: 5′-TCGTTTCGGTACGAAGATGTA-3

ネステッドPCR
SHIV-F2: 5′-CGGGAAACGATTCGTATTGGG-3′
SHIV-R2: 5′-TTGCTTGATCGGCATCCTTGA-3′

増幅サイズ
最初のPCR　　457 bp
ネステッドPCR　129 bp

プロトコル

最初のPCR
95℃ 3分, （95℃ 30 秒, 59℃ 30 秒、 72℃ 30秒）×35サイクル、72℃ 2分

ネステッドPCR　（最初のPCRと同じ条件）
95℃ 3分, （95℃ 30 秒, 59℃ 30 秒、 72℃ 30秒）×35サイクル、72℃ 2分

参考文献　10） Qiu ら 2017

（参考）定量PCR 1

DNA 抽出法 TIANamp Marine Animal DNA Kit (TIANGEN Biotech, Beijing,China)

増幅領域 ATPase

プライマー、産物サイ
ズ

上流　SHIV-F 5′-AGG AGA GGG AAA TAA CGG GAA AAC-3′
下流　SHIV-R 5′-CGT CAG CAT TTGGTT CAT CCA TG-3′
TaqMan probe  5′- CTG CCC ATCTAA CAC CAT CTC CCG CCC-3′ 5’FAM/3’TAMRA

増幅サイズ 188 bp

プロトコル

95℃ 10分、 （95℃ 10秒、60℃ 30秒）×40サイクル

参考文献　11）　Qiu ら 2018a

（参考）定量PCR 2

DNA 抽出法 TIANamp Marine Animal DNA Kit (TIANGEN Biotech, Beijing, China)

増幅領域 Major capsid protein

プライマー、産物サイ
ズ

上流　142F 5′- AAT CCA TGC AAGGTT CCT CAG G -3′
下流　142R 5′- CAA TCA ACA TGTCGC GGT GAA C -3′
 TaqMan probe　5′- CCA TAC GTG CTC GCT CGG CTT CGG -3′ 5’FAM/3’TAMRA

増幅サイズ 142 bp

プロトコル

95℃ 10分、 （95℃ 10秒、60℃ 30秒）×40サイクル

参考文献　16)　Qiu ら 2020

（参考）LAMP

DNA 抽出法 TIANamp Marine Animals DNA Kit (Tiangen, Beijing, China)

増幅領域 RNA polymerase II



プライマー

SHIV-FIP (F1C+F2)   tggggtttcatatgggcaaatgattttaagaatggaaagatcctatcagc
SHIV-BIP (B1C+B2)   aggagaaaaggttggattggttacttttacttctgttactgcgatgg
SHIV-LF    gagaggcgtgcaactttctg
SHIV-LB    tttggcattgtctgctacaatttcc
SHIV-F3    gatggccattccttcaaac
SHIV-B3    aaaatagtcatcctgaaatcctt

  論文の図5から　↓

増幅サイズ 　―

プロトコル

85℃ 5分　→  60℃ 60分

参考文献　2)　Chen ら 2019
文献では、DIGを取り込ませながら in situ でLAMP法を行い、組織切片上でウイルスを検出し
ている。

８．対　　　策  
a) 殺菌・滅菌方法 不明

b) ワクチン 無

ｃ) その他

・養殖場の調査、検疫の実施、親エビと種苗の検査を行う。
・機器、車両、人などを介しての広がりを防ぐため、一般的なバイオセキュリティ対策として、洗
浄と消毒を行う。
・生きている甲殻類の移動を制限する。感染が発生した養殖場から瀕死または死亡したエビ
類を除去する。
・複数種の甲殻類を一緒に養殖することを避ける。生または冷凍の甲殻類または多毛類を、
飼料として使用しない。

９．発生事例

DIV1は2014年12月に浙江省で中国産養殖エビの主要種のバナメイエビで初めて発見された
新種のウイルス。以来、中国全土に広がり2018年までに11省のエビ養殖場とふ化場で発症し
たといわれている。2019年2月には養殖エビの一大産地、広東省広州市・珠江流域の3分の2
におよぶエビ池に感染。在池量の95％におよぶ大量廃棄処分を余儀なくされている。その後、
夏場の水温上昇とともにDIV1禍は終息したが、2020年2月に再度、広東省で感染、発症が相
次ぎ、同省のエビ池の2～3割が襲われたことをサウスチャイナ・モーニング・ポストが伝えてい
る。2020年6月18日には台湾の農業評議会が、5月8日から2週間にわたって全国のエビ類養
殖場を検査したところ、中国を震源とするDIV1の陽性反応がザリガニ池12カ所、キングエビ池
3カ所、ジャイアント・タイガー池1カ所で出たことを発表している。複数の水産商社筋によると、
中国ではすでに沈静化。ベトナム、タイ、インド、インドネシアでは感染が広がっているという情
報はないという。（みなと新聞 2020 7/16）。
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